
楷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨９月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
花
林
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

3



改
め
て
筆
を
入
れ
直
す

重
心
を
右
へ
移
動
す
る

長
く
出
す

偏
は
鋒
先
を
使
い
鋭
く

は
接
し
な
い

1
3

2
4
56

軽
く
う
ね
り
な
が
ら
反
っ
て

背
勢
に

背
勢
に

背
勢
に

長
く

筆
圧
を

か
け
て

〔
飲
〕

〔
食
〕

〔
不
〕

〔
貢
〕

〔
獻
〕

〔
則
〕

偏
は
右
側
を
、
旁
は
左
側
を
揃
え
る
。
偏
の
上
下
に
余
白
を
残
す
。

旁
は
柔
ら
か
い
線
質
で
重
心
の
取
り
方
に
注
意
し
て
書
く
。

１
・
２
画
目
の
方
向
に
注
意
し
、
２
画
目
終
筆
は
止
め
る
。
良
の
上

部
は
傘
の
中
に
入
れ
込
み
、
長
い
縦
画
は
背
勢
に
。

１
画
目
を
あ
ま
り
長
く
し
な
い
。
２
画
目
は
１
画
目
の
右
寄
り
か
ら

書
き
始
め
る
。
３
画
目
は
筆
圧
を
か
け
て
太
目
に
、
安
定
さ
せ
る
。

エ
は
横
広
に
、
２
画
目
が
文
字
の
中
心
と
な
り
、
貝
は
や
や
右
に
置

く
。
貝
の
左
右
縦
画
は
背
勢
に
、
中
の
余
白
の
と
り
方
に
留
意
す
る
。

偏
は
画
が
込
み
入
っ
て
い
る
の
で
、
十
分
に
鋒
先
を
利
か
せ
、
余
白

に
注
意
す
る（
筆
順
は
骨
法
を
参
照
）。
犬
は
縦
長
に
ま
と
め
、
縦

画
を
上
部
に
長
く
出
す
。

貝
の
内
部
の
余
白
に
注
意
し
、
上
下
に
余
白
を
残
す
。
最
終
画
の
長

い
縦
画
は
、
軽
く
う
ね
り
な
が
ら
反
る
。

楷
書
臨
書
課
題
解
説

楷
書
臨
書
課
題
解
説

欧
陽
詢

　九
成
宮
醴
泉
銘

き
ゅ
う
せ
い
き
ゅ
う
れ
い
せ
ん
め
い

お
う
よ
う
じ
ゅ
ん

〔
飮
食
不
貢
獻
則
〕
飲
食
貢こ

う

献け
ん

せ
ざ
れ
ば
、
則す

な
わ

ち
（
醴
泉
出
づ
）

原　

帖
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行書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨９月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
花
林
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

5



蔵
鋒
で
入
筆
し

重
厚
に

前
傾
姿
勢
に

△
は
し
っ
か
り
お
さ
え
て

筆
圧
を
か
け
て
重
々
し
く

右
へ
寄
せ
て

太細をつけて

1

1

5

2
2

4

3

下部を重く

さ
わ
や
か
に

★
で
左
に
長
く
出
し
た
画

　
に
対
応
し
、
重
心
を
右
に

左
に
長
く

　
張
り
出
す

★

〔
方
〕

〔
客
〕

〔
有
〕

〔
吹
〕

〔
洞
〕

〔
簫
〕

１
画
目
の
点
は
横
方
向
に
蔵
鋒
で
入
筆
し
重
厚
に
、
２
画
目
の
入

筆
・
終
筆
は
ど
っ
し
り
と
、
中
央
部
は
細
く
す
っ
き
り
と
。
下
部
は

方
向
に
注
意
す
る
。

宀
は
太
目
に
左
に
寄
せ
て
、
各
の
３
画
目
を
長
く
右
に
出
す
。
口
は

右
に
寄
せ
て
、
全
体
に
前
傾
姿
勢
に
ま
と
め
る
。

１
画
目
左
は
ら
い
は
、
方
向
に
注
意
し
短
く
。
２
画
目
は
左
を
長
く
、

始
筆
・
終
筆
は
し
っ
か
り
お
さ
え
る
。
月
は
余
白
に
留
意
し
さ
わ
や

か
に
。

位
置
に
注
意
し
、
太
目
に
小
さ
く
ま
と
め
る
。
口
は
上
下
に
余
白
を

残
し
、
旁
は
扁
平
に
ま
と
め
、
筆
圧
を
か
け
て
重
々
し
く
。

こ
の
字
も
小
さ
め
に
ま
と
め
る
。
氵
は
そ
れ
ぞ
れ
の
画
の
位
置
に
注

意
し
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
。
同
の
１
・
２
画
目
終
筆
は
重
く
。

⺮
は
太
細
を
つ
け
、
大
き
さ
も
変
え
る
。
横
画
は
細
目
に
筆
順
と
長

さ
に
配
慮
す
る
。
下
部
は
小
さ
く
ま
と
め
る
。

行
書
臨
書
課
題
解
説

行
書
臨
書
課
題
解
説

蘇
軾

　前
赤
壁
賦

そ
し
ょ
く

ぜ
ん
せ
き
へ
き

ふ

原　

帖

〔
方
客
有
吹
洞
簫
〕（
一
）方
に（
望
む
、
と
）。
客か

く

に
洞ど

う

簫し
ょ
う

を
吹
く（
者
）有
り
、
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草書臨書課題（漢字半紙部） 中 井 嶺 暁 臨９月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
四
海
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

7



右
に
寄
せ
て

し
だ
い
に

筆
圧
を
か
け
て

左
に
長
く

リズミカルに
太細をつけて

方
向
に
注
意

回
転
す
る

鋭
い
線
で

揺
れ
る
感
じ
に

広
く

〔
調
〕

〔
陽
〕

〔
雲
〕

〔
騰
〕

〔
致
〕

〔
雨
〕

言
の
省
略
は
一
本
の
縦
線
と
な
り
、
偏
と
旁
の
間
を
ほ
ど
よ
く
あ
け

る
。
３
つ
の
縦
画
の
微
妙
な
変
化
に
注
意
。
内
部
の
吉
は
細
か
い
動

き
に
留
意
す
る
。

偏
と
旁
の
間
を
広
く
あ
け
る
。
旁
は
大
き
く
回
転
し
、
内
部
の
余
白

を
広
く
と
る
。
偏
と
旁
の
高
さ
を
ほ
ぼ
同
じ
に
す
る
。

上
部
を
広
く
、
下
部
で
引
き
締
め
る
。
下
部
を
右
に
寄
せ
て
、
左
側

の
余
白
を
広
く
あ
け
る
。

全
体
に
縦
長
に
、
下
部
で
広
が
る
形
に
ま
と
め
る
。
偏
は
鋭
く
、
旁

と
の
空
間
を
広
く
あ
け
る
。
旁
は
筆
脈
を
通
し
て
、
細
か
い
動
き
に

注
意
。

偏
の
中
間
部
分
の
筆
の
動
き
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
骨
法
を
参
照

し
て
ほ
し
い
。
最
終
画
は
太
目
に
し
て
、
全
体
を
安
定
さ
せ
る
。

全
体
に
下
部
で
広
が
り
、
太
細
の
変
化
を
ス
ム
ー
ズ
に
。
中
の
縦
画

は
右
に
寄
せ
て
、
左
の
余
白
を
広
く
あ
け
る
。

草
書
臨
書
課
題
解
説

草
書
臨
書
課
題
解
説

懐
素

　草
書
千
字
文

か
い

そ

せ
ん

じ

も
ん

そ
う
し
ょ

〔
調
陽
雲
騰
致
雨
〕（
律り

つ

呂り
ょ

は
）調ち

ょ
う

陽よ
う

す
。
雲
は
騰の

ぼ

り
て
雨
を
致い

た

し
、

原　

帖
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隷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨９月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
四
海
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

9



重
い
波
磔

左
右
対
称
に
ま
と
め
る
。

筆
圧
を
か
け
て
太
く

重
厚
に

△
は
重
さ
を
対
等
に

や
や
反
っ
て

押し込み
とめる

柔らかく
はらう

軽い波磔

1

1

2

2

4

4

3

3

7

7

6

6

5

5

8

8

1

2 4

3

7
5 6

1 2

3

6

4 5

7 9

9

10
11

8

主画は
のびやかに

中
に
小
さ
く

お
さ
め
る

柔
ら
か
な
線
で

筆
圧
か
け
て

◎
余
白
は

　ほ
ぼ
均
等
に 中

の
筆
順
は
こ
う
し
て

　
　
　
　
　
　書
い
た

〔
敏
〕

〔
舉
〕

〔
孝
〕

〔
廉
〕

〔
武
〕

〔
威
〕

偏
と
旁
の
つ
り
合
い
に
留
意
し
、
ま
と
め
る
。
偏
の
２
画
目
は
細
く
、

終
筆
は
軽
い
波
磔
で
。
旁
は
右
は
ら
い
を
主
画
と
し
て
長
く
終
筆
は

重
厚
に
。

全
体
に
左
右
対
称
に
ま
と
め
、
上
部
は
細
目
に
筆
順
に
注
意
（
骨
法

参
照
）。
下
部
の
左
は
ら
い
の
終
筆
は
、
押
し
込
み
と
め
て
、右
は
ら

い
は
柔
ら
か
く
は
ら
う
。

思
い
切
っ
て
横
画
を
長
く
、
扁
平
に
ま
と
め
る
。
主
画
と
な
る
横
画

は
の
び
や
か
に
、
始
筆
と
終
筆
の
重
さ
を
対
等
に
す
る
。
子
は
中
に

小
さ
く
収
め
る
。

内
部
の
画
が
多
い
の
で
、縦
横
の
間
隔
と
筆
順
に
注
意
す
る（
骨
法
参

照
）。
縦
の
部
分
は
内
側
に
傾
け
て
、
下
部
の
点
は
軽
く
。

左
側
を
縦
に
一
線
に
揃
え
、
２
画
目
が
主
画
と
な
る
の
で
筆
圧
を
書

け
て
太
く
、
方
向
に
注
意
す
る
。

こ
の
字
も
左
側
を
控
え
め
に
、
７
画
目
が
主
画
と
な
り
、
次
第
に
筆

圧
を
書
け
、
ゆ
っ
た
り
と
は
ら
う
。

隷
書
臨
書
課
題
解
説

隷
書
臨
書
課
題
解
説

曹
全
碑

そ
う

ぜ
ん

ひ

〔
敏
舉
孝
廉
武
威
〕
敏び

ん

は
、
孝こ

う

廉れ
ん

に
挙あ

げ
ら
れ
、
武
威（
長
史
）

原　

帖
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中 字 課 題（漢字半紙部） 三 浦 芳 汀 書９月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

楷
・
行
・
草
の
三
体
字
典
か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。
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方
向
の
変
化

始
筆
を
強
く

動
き
を
大
き
く

太

太

太

右
に
寄
せ
て

前
字
に
入
り
込
む

◎

◎

◎

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題
Ａ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
師
範
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

推
奨
筆（
白
神
）・
推
奨
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華か

心し
ん

箋せ
ん

）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）　

多
い
と
こ
ろ
は
遅
く
、
墨
量
が
少
な
け
れ
ば
早
く
な
り
ま
す
。
そ
の
辺
の
要
領
は
、

や
は
り
練
習
し
て
い
く
中
で
、
自
分
の
リ
ズ
ム
が
確
立
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
『
書
か
れ
る
皆
さ
ん
が
取
り
組
み
や
す
い
作
品
を
と
考
え
て
い
ま
す
。
字
と
字
を

繋
げ
る
連
綿
が
難
し
い
と
か
、
画
数
の
少
な
い
も
の
が
書
き
や
す
い
な
ど
と
聞
き
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
書
い
た
の
が
本
作
で
す
。
た
だ
偏
と
旁
が
続
い
た
の
が
有

り
（
１
行
目
４
字
・
２
行
目
３
字
）、
こ
こ
は
脈
絡
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
振
幅
を
つ

け
て
下
さ
い
。』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
對
馬
聖
峰
先
生
よ
り
）

　

書
の
生
命
は
何
と
言
っ
て
も
作
品
が
生
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
躍
動
感
の
あ
る
書
、

生
き
て
い
る
書
を
書
く
こ
と
が
最
も
大
事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
筆
勢
の

あ
る
こ
と
が
第
一
条
件
で
す
。
形
が
ど
れ
程
整
っ
て
い
て
も
、
型
に
は
ま
っ
た
格
好

の
よ
い
字
を
並
べ
て
も
、
良
書
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
筆

勢
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
運
筆
の
緩
急
・
筆
圧
・
筆
脈
と
い
っ
た
も

の
が
中
心
的
要
素
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
ず
運
筆
の
遅
速
で
す
が
、
一
本
の
縦
画
・

横
画
を
ひ
く
に
し
て
も
起
筆
か
ら
終
筆
に
至
る

ま
で
、
そ
の
間
の
遅
速
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
運
筆
の
遅
速
に
よ
っ
て
軽
妙
な
味
わ
い
の

線
も
出
来
ま
す
。
直
線
は
速
く
、
曲
線
は
速
度

が
落
ち
ま
す
。
概
し
て
言
え
ば
、
筆
に
墨
量
の

〔
度

◎

水
紅
蜻
蜓　

傍
人
飛

◎

款
款　

但
知
隨
船
輕

◎

　

不
知
船
已
遠
〕
梅ば

い

尭ぎ
ょ
う

心し
ん　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
水み

ず

を
度わ

た

る
紅こ

う

蜻せ
い

蜓て
い

、
人ひ

と

に
傍そ

い
て
飛と

ぶ
こ
と
款か

ん

々か
ん

た
り
。
但た

だ
船ふ

ね

の
軽か

ろ

き
に
随し

た
が

う
を
知し

り
て
、
知し

ら
ず
船ふ

ね

の
已す

で

に
遠と

お

き
を
。

意
味
︱
水
を
渡
っ
て
ゆ
く
赤
と
ん
ぼ
、
人
に
そ
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
飛
ぶ
。
た
だ
軽
い
船
に
つ
い
て
ゆ
く
こ
と
を
知
っ
て
、

　
　
　

船
が
も
う
遠
く
な
っ
た
こ
と
を
気
づ
か
な
い
。

揮毫動画を
配信しています
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漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題
Ｂ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
師
範
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
及

◎

茲
同
還　

撫
念
摧

◎

切　

震
悼
心
顏　

方

◎

俟
遠
日
卜
爾
〕（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）　

読
み
︱
茲こ

こ

に
及お

よ

び
同と

も

に
還か

え

る
。
撫ぶ

念ね
ん

摧さ
い

切せ
つ

、
心し

ん

顔が
ん

を
震し

ん

悼と
う

す
。
方ま

さ

に
遠え

ん

日じ
つ

を
俟ま

ち
て
、
爾な

ん
じ

の〔
幽ゆ

う

宅た
く

を
〕卜ぼ

く

せ
ん
と
す
。

意
味
︱
こ
こ
に
と
も
に
帰
還
し
た
。
哀
れ
に
思
う
気
持
ち
で
胸
が
は
り
さ
け
腸
が
ち
ぎ
れ
、
死
を
い
た
ん
で
心
と
顔
を
ふ
る
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

こ
こ
に
遠え

ん

日じ
つ

を
ま
っ
て
、
汝
が
安
ら
か
に
眠
る
家
を
占
い
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

推
奨
筆（
神
技
北
斗
）・
推
奨
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

　

Ｅ
以
下
は
小
背
抛
。
Ｅ
は
○
の
所
は
短
く
し
折
れ
て
か
ら
長
め
に
と

る
。
Ｆ
は
縦
画
部
は
Ａ
Ｄ
（
前
月
号
参
照
）
等
と
同
じ
で
、
縦じ

ゅ
う

戈か

（
Ｒ
７
、

４
月
号
参
照
）
の
意
気
で
引
く
。
Ｇ
は
ロ
は
縦
画
の
、
ハ
は
横
画
の
各

緩
急
の
筆
致
を
以
て
作
る
。
Ｈ
は
横
画
部
を
強
い
右
上
が
り
と
し
た
こ

と
と
、
終
筆
を
右
上
方
に
す
く
い
払
っ
た
こ
と
に
特
長
が
あ
る
。

◆
顔が

ん

真し
ん

卿け
い

（
祭さ

い

姪て
つ

文ぶ
ん

稿こ
う

）

◎
行
書
の
基
本
点
画
の
変
化

第
二
十
二　

背は
い

抛ほ
う

（
そ
の
二
）

EH

F

G
イ

ロ

ハ
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重
厚
に

筆
を
突
い
て
強
く

方
向
に
注
意

下
部
で
広
が
る

短
長

◎

◎

初等課題原寸大手本300円

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
準
三
段
）

津 島 春 汀 書

四半切（約68×約17.5センチ）

推
奨
筆（
心
月
）・
推
奨
紙（
四
半
切
華
心
箋
）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

・
秋
の
広
が
り
か
ら
⻗
へ
と
繋
が
り
、
下
部
は
引
き
締
め
て
。

・
山
場
。
偏
と
旁
の
高
低
差
を
つ
け
、
カ
ス
レ
を
出
し
て
。

・
墨
継
ぎ
。
小
さ
め
に
強
め
に
表
現
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

・
ゆ
っ
た
り
と
末
広
が
り
に
ま
と
め
る
。

　

夏
と
い
え
ば
お
祭
り
と
ビ
ー
ル
‼
で
し
ょ
う
か（
笑
）。
青
森
は
、
ね
ぶ
た
祭
り
が

終
わ
る
と
同
時
に
秋
風
が
吹
く
と
言
わ
れ
る
位
、
短
い
夏
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年

は
30
年
前
に
購
入
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
例
年
以
上
に
実
り
、
毎
朝
の
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。
恵
み
に
感
謝
。

　

さ
て
今
月
は
ひ
と
足
先
に
、
秋
の
夕
暮
れ
の

風
情
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
持
ち
で
書
き
ま
し
た
。

　

３
字･

２
字
の
文
字
群
。
秋
か
ら
静
ま
で
は
腕

を
大
き
く
動
か
し
身
体
で
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

晩
は
引
き
締
め
て
。

・
含
墨
充
分
に
し
て
一
気
に
書
く
。

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

〔
雲
〕

〔
晩
〕

〔
静
〕

〔
天
〕

〔
秋
〕

〔
秋

◎

雲
静
晩

◎

天
〕
呉
均　
　
　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
秋し

ゅ
う

雲う
ん

晩ば
ん

天て
ん

に
静し

ず

か
な
り
。　
　

意
味
︱
秋
の
雲
が
、
夕
暮
れ
に
静
か
に
垂
れ
こ
め
て
い
る
。
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秋
に
一
番
似
合
う
花
と
い
え
ば
菊
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
。
こ
こ
本
部
事
務
所
の
お
隣
さ
ん
に

吉
田
さ
ん
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
は

残
念
な
が
ら
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
大
輪
菊
を

育
て
て
い
て
満
開
に
咲
い
た
豪
華
な
花
を
、
玄

関
前
に
持
っ
て
き
て
自
慢
げ
に
飾
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
弘
前
城
公
園
の
秋
ま
つ
り
、
菊
と
紅
葉

祭
り
に
も
出
品
す
る
く
ら
い
な
の
で
、
素
人
目

に
も
大
層
立
派
な
も
の
で
す
。
そ
う
そ
う
、
以

前
に
寝
台
特
急
「
日
本
海
」
に
乗
っ
て
和
歌
山

ま
で
書
の
研
修
に
行
っ
た
今
本
珠
峰
先
生
も
、

菊
の
栽
培
を
趣
味
に
し
て
る
こ
と
を
楽
し
そ
う

に
話
し
て
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。
花
言
葉

は
「
高
貴
」「
高
尚
」「
高
潔
」
に
頷
け
ま
す
。

５月号　 優 秀 作 品
１
．
締　
　

切　

令
和
７
年
10
月
10
日（
９
月
号
例
月
作
品
に
同
送
可
。
そ
の
場
合
、

別
封
筒
に
入
れ
て「
書
作
品
を
書
こ
う
」と
書
い
て
同
送
の
こ
と
。）

２
．
発　
　

表　

令
和
８
年
１
月
号

３
．
規
定
用
紙　

四
半
切
（
17・
５
×
68
㎝
）
　

漢
字
（
１
人
１
点
ヨ
コ
）

４
．
優
秀
作
品
１
点
だ
け
紙
上
に
て
発
表（
批
評
コ
メ
ン
ト
つ
き
）そ
の
他
は
姓
号
の

み
発
表

５
．
段
級
位
に
関
係
な
く
誰
で
も
出
品
可

６
．
返
送
不
可

※
出
品
は
掲
載
し
て
い
る
同
作
品
ま
た
は
、
当
月
規
定
用
紙
で
あ
れ
ば
自
由
作
品
も

可
。
た
だ
し
、
参
考
作
品
が
漢
字
の
時
は
漢
字
作
品
を
、
調
和
体
の
時
は
調
和
体

作
品
を
出
品
し
て
下
さ
い
。

出 品 規 定

阿　

部　

晶　

逕

髙　

橋　

虹　

風

髙　

橋　

宏　

三

柳　

谷　

玄　

海

小
山
内　

城　

雲

村　

田　

秋　

晴

出品者
（順不同）

◎
す
っ
か
り
張
瑞
図
が
板
に
つ
い

た
よ
う
で
、
落
款
を
見
る
ま
で

も
な
く
照
峰
さ
ん
だ
と
分
か
っ

た
。
特
徴
は
出
て
い
る
が
空
は

瑞
図
に
し
て
は
甘
い
。

◎
参
考
作
品
の
「
中
庸
」
を
草
書

体
に
ア
レ
ン
ジ
し
成
功
し
た
作
。

他
の
出
品
者
の
中
に
も
行
書
や

隷
書
も
有
り
、充
分
に
楽
し
め
た
。

（
半　

紙
）

（
半　

紙
）

（四半切）

伊　藤　照　峰

小　池　彩　霞

※
作
品
左
下
に
姓
号
を
鉛
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。
タ
テ
・
ヨ
コ
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
。

菊
花
壽
（
菊き

く

花か

の
寿じ

ゅ

）

　

菊
花
の
こ
と
ほ
ぎ
。
９
月
９
日
に
い
う
語
。

書
作
品
を
書
こ
う

書
作
品
を
書
こ
う

書
作
品
を
書
こ
う
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ペン楷書課 題（ペン部）９月号

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
５
５
０
円

（
万
年
筆
プ
レ
ピ
ー
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書ペン行 書 課 題（ペン部）９月号

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
５
５
０
円

（
万
年
筆
プ
レ
ピ
ー
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書
※
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ピ
ー
プ
ス（
１
６
３
３
〜
１
７
０
３
）…
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
・
官
僚
・
作
家
。
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